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「無所属の会・市民ネット」

　

国
政
選
挙
・
地
方
選
挙
を
問
わ
ず
、
低
投
票
率
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

民
主
主
義
は
、
国
民
の
政
治
参
画
が
前
提
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気

が
付
け
ば
政
治
が
国
民
生
活
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
い
、「
投
票
に
行
き
た

い
け
ど
、
支
持
す
る
政
党
や
候
補
者
が
い
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
国
民
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
政
治
離
れ
の
傾
向
は
市
川
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
が

当
選
し
た
前
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
36
％
、
昨
年
の
市
長
選

挙
の
投
票
率
は
な
ん
と
21
％
で
し
た
。
兵
庫
県
議
会
に
端
を
発
し
た
政
務

活
動
費
の
不
適
切
な
使
途
の
問
題
や
東
京
都
議
会
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
ヤ

ジ
問
題
な
ど
、
地
方
議
会
を
取
り
巻
く
現
状
は
更
に
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
新
し
い
感
性
を
市
議
会
に
投
入
し
、
旧
態
依
然
と
し
た
議
会
を
市

民
に
身
近
な
存
在
に
変
え
て
い
く
べ
き
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

  

市
川
市
議
会
に
お
け
る

  

無
党
派
層
の
受
け
皿
を
目
指
す
！

　
「
無
所
属
の
会
・
市
民
ネ
ッ
ト
」
は
平
成
25
年
8
月
に
、
無
党
派
層
を

支
持
基
盤
と
す
る
3
名
の
市
議
会
議
員
、会
派
代
表
の
越
川
ま
さ
ふ
み（
無

所
属
、
1
期
）
と
、
若
き
代
表
を
支
え
る
女
性
議
員
湯
浅
止
子
（
無
所
属
、

2
期
）・
秋
本
の
り
子
（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
市
川
、
2
期
）
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
数
の
力
に
屈
し
な
い
!
」「
長
い
モ
ノ
に
も
巻
か
れ
な
い
!
」
を
合
言

葉
に
、
国
政
政
党
と
の
し
が
ら
み
の
な
い
自
由
な
立
場
か
ら
議
案
質
疑
や

一
般
質
問
を
展
開
し
、
市
議
会
で
存
在
感
を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
平
成
26
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

は
、「
無
所
属
の
会
・
市
民
ネ
ッ
ト
」
の
1
年
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

〝
市
民
の
方
々
は
政
治
に
関
心
が
低
い
の
で
は
な
く
、
受
け
皿
が
な
い
だ

け
な
の
だ
！
”
そ
う
信
じ
て
活
動
す
る
市
議
会
議
員
3
名
の
挑
戦
の
記
録

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
川
市
議
会
は
い
ま
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
是
非
と
も
新
し
い
力
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
!

「無所属の会・市民ネット」
無党派層の受け皿を目指す！

http://www.mushozoku.net 〜強く優しく〜
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●昭和48年10月28日生まれ、O型
●身長・体重:180cm　80±2kg
●市川市立東国分中学校卒業（第8期）
●市川高等学校（市川学園）卒業（第44回）
●慶應義塾大学法学部政治学科卒業（第138回）
●米国公認会計士 ・ 経営コンサルタント。
　㈱福田組、あずさ監査法人、KPMGLLPを経て
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●平成23年市川市議会議員初当選（無名の新人・無所

属の挑戦!!）、無所属新人ながら3,354票を賜る。
●“二足の草鞋”を武器にするビジネスマン政治家として、

専門誌「日経グローカル」に注目される。
●市川市議会会派「無所属の会・市民ネット」代表、
　総務常任委員会委員、行徳臨海部特別委員会委員

〒 272-0035　市川市新田 4-12-19-406 号
TEL : 047-377-5777   FAX : 047-727-2111
e-mail : contact@koshikawa-spirit.net
http://www.koshikawa-spirit.net/

　

地
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
不
十

分
だ
っ
た
一
昔
前
の
市
議
会
議
員

の
役
割
は
、
地
元
に
予
算
を
引
っ

張
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る

こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
今
で
も
そ
れ
は
重
要
な
仕
事

の
1
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
定

の
規
律
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
の
財

政
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
単
に
予

算
を
要
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
予

算
執
行
の
適
否
を
判
断
す
る
と
と

も
に
、
効
果
的
な
予
算
の
使
い
方

を
提
案
す
る
こ
と
も
重
要
な
役
割

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

6
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で

は
、「
本
市
が
収
蔵
す
る
美
術
品
」

に
つ
い
て
独
自
に
調
査
し
た
結
果

を
採
り
上
げ
、
本
市
が
約
5
億
円

も
の
税
金
を
投
じ
て
購
入
し
た
美

術
品
3
9
4
点
の
う
ち
、
購
入
後

1
度
も
展
示
さ
れ
て
い
な
い
作
品

が
1
3
3
点
（
約
34
％
）、
10
年

以
上
展
示
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が

37
点
（
約
9
％
）
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
、
全
体
の
約
43
％
が
「
10

年
以
上
も
倉
庫
に
眠
っ
た
ま
ま
の

状
態
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
更
に
、
定
期

会
計
士
の
視
点
を
生
か
し
て

夢もデカい
が

手もデカい

的
な
実
地
棚
卸
し
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
倉
庫
へ
の
ア
ク
セ
ス

管
理
に
不
備
が
あ
る
こ
と
、
時
価

評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

併
せ
て
指
摘
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
た
だ
問
題
点
を
あ
げ

つ
ら
う
ば
か
り
で
は
解
決
に
は
至

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
米
国
公
認

会
計
士
・
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
経
験
を
生
か
し
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
（
問
題
解
決
策
）
と
し

て
、
①
す
べ
て
の
作
品
を
デ
ジ
カ

メ
撮
影
し
て
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ー
ア
ム
と
し
て
H
P
な
ど
で
公

開
す
る
、
②
市
内
の
銀
行
や
信
用

金
庫
な
ど
に
一
定
の
条
件

の
も
と
貸
し
出
す
、
③
新

た
に
建
設
さ
れ
る
本
庁
舎

に
展
示
用
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
、
④
庁
舎
建
替
え
に

際
し
て
は
全
館
空
室
と
な

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
庁
舎
丸

ご
と
美
術
館
に
す
る
（「
美

術
館
構
想
」）
と
い
っ
た
提

言
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

は
「
徹
底
的
に
展
示
・
公

開
す
べ
き
」、「
あ
る
も
の

は
使
お
う
（
既
存
リ
ソ
ー

ス
の
活
用
）」
と
い
う
発
想
で
す
。

　

一
方
で
、
ど
う
し
て
も
展
示
の

機
会
を
確
保
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
「
一
定
の
条
件
下
、
他
者
に
譲

渡
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
」
と

も
提
案
し
ま
し
た
。「
展
示
し
な

い
作
品
を
持
ち
続
け
る
た
め
の
倉

庫
に
予
算
を
投
ず
る
よ
り
も
、
そ

の
費
用
と
売
却
益
を
若
手
芸
術
家

支
援
の
予
算
に
充
て
、
育
成
を
図

る
べ
き
」
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

行
政
が
や
る
こ
と
を
追
認
す
る

だ
け
の
議
会
で
あ
れ
ば
、
そ
の
存

在
価
値
は
著
し
く
低
下
し
ま
す
。

問
題
解
決
策
を
示
し
て
政
策
を
実

現
し
て
い
く
。
議
会
経
験
を
重
ね

る
ご
と
に
、
こ
の
新
し
い
手
法
に

磨
き
を
か
け
て
参
り
ま
す
!

　

市
議
会
議
員
は
、地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り「
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ
き
議

案
を
提
出
す
る
」こ
と
が
で
き
ま
す（
議
員

発
議
）。「
無
所
属
の
会
・
市
民
ネ
ッ
ト
」は
、

単
に
市
長
提
出
議
案
の
賛
否
を
決
す
る
だ

け
で
な
く
、議
員
発
議
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

会
派
結
成
以
来
、力
を
入
れ
た
議
員
発
議

は
1
年
間
で
25
本
。全
会
派
の
中
で
も
突
出

し
た
仕
事
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
26
年
11
月
30
日
現
在
）

　
「
無
所
属
の
会・市
民
ネ
ッ
ト
」が

　
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
議
員
発
議

　（
主
な
も
の
）

議
員
発
議
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
!

［
平
成
25
年
9
月
定
例
会
］

●「
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
の
構
築
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
求
め

る
意
見
書
」➡
可
決

●「
少
人
数
学
級（
30
人
以
下
）の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
」➡
可
決

●「
介
護
保
険
の
軽
度
の
認
定
者
に
十
分
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」➡
可
決

●「
日
本
国
憲
法
第
96
条
の
改
正
に
反
対
す

る
意
見
書
」➡
否
決

●「『
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
』

基
本
方
針
案
に
関
し
、公
聴
会
の
継
続
的

開
催
と
真
に
被
災
者
を
支
援
す
る
施
策

の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」➡
可
決

●「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

放
射
能
汚
染
水
問
題
に
関
し
、政
府
が
全

面
的
に
責
任
を
持
つ
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
被
災
者
支
援
の
抜
本
的
強
化
を

求
め
る
意
見
書
」➡
可
決

●「
重
度
心
身
障
害
者（
児
）医
療
給
付
改
善

事
業
の
現
物
給
付
化
へ
の
対
応
に
関
す
る

意
見
書
」➡
可
決

［
平
成
25
年
12
月
定
例
会
］

●「
平
成
32
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
練
習
場
誘
致
に
関
す

る
決
議
」➡
可
決

▲“二足の草鞋”として、日経グローカルの｢奮闘地方議員｣
　のコーナーで紹介されました
　www.koshikawa-spirit.net/library/にてご覧頂けます



2姫1太郎の歩み

秋本のり子
市川市議会議員 プロフィール

1957年 神奈川県川崎市に生まれる　普連土学園中学、高校卒業
 聖徳栄養短期大学卒業
1978年 社団法人松井病院食養内科で栄養士として勤務、その後、
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1985年 結婚後、市川市に住む　認知症の義母の介護（8年）
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 企画に参加　市川市主催女性大学院参加　市川市主催
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2007年 市川市議会議員に当選
2011年 市川市議会議員に再選
現在 健康福祉委員会、市川市総合計画審議会委員、
 市川市議会議員団役員

市民ネットワーク・市川
〒 272-0023　市川市南八幡 3-7-16-301
TEL : 047-369-7410
http://shiminnet-ichikawa.com 
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D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
対
策
に
つ
い
て
問
う

　

市
川
市
第
2
次
D
V
防
止
実
施

計
画
（
Ｈ
26
か
ら
28
）
を
み
る
と
、

D
V
の
認
知
度
は
91
％
と
高
い
が
、

そ
の
被
害
者
は
減
っ
て
い
な
い
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
た
の
で
伺
う
。

①
相
談
件
数
に
つ
い
て

［
答
弁
］
D
V
相
談
は
Ｈ
22
年
ま

で
は
3
0
0
件
前
後
で
推
移
し

て
い
た
が
Ｈ
23
年
10
月
か
ら
参

画
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
相
談
室

が
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
と
な
り
平
成
25
年
度
が

1
3
3
9
件
で
4
倍
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

②
相
談
件
数
が
増
え
て
い
る
理
由

は
な
に
か

［
答
弁
］
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
相
談
機
能

が
拡
大
さ
れ
「
自
立
に
向
け
た

D
V
相
談
に
関
す
る
証
明
書
」

が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

D
V
被
害
者
の
負
担
軽
減
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

大
き
い
。

③
相
談
員
の
相
談
体
制
に
つ
い
て

９
月
議
会　
一
般
質
問［

答
弁
］
現
在
、
女
性
相
談
員
は

6
名
で
「
裁
判
所
の
保
護
命
令

制
度
の
利
用
の
援
助
」
や
「
証

明
書
の
発
行
業
務
」
が
追
加
さ

れ
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
ス
キ

ル
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
市
内
に
は
県
の
配
偶
者
暴
力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。（
県
内
に
15
箇
所
）

本
市
と
の
違
い
は
な
に
か

［
答
弁
］
24
時
間
対
応
の
電
話
相

談
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、

シ
ェ
ル
タ
ー
機
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
、
男
性
の
電
話
相
談
、

精
神
疾
患
を
抱
え
る
相
談
者
の

対
応
を
し
て
い
る
こ
と
。

［
秋
本
か
ら
］県
と
市
で
セ
ン
タ
ー

が
2
つ
あ
る
メ
リ
ッ
ト
を
い
か

し
、
D
V
防
止
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
の
期
を
い
か

し
、
被
害
者
救
済
を
進
め
て
欲

し
い
と
願
い
ま
す
。

女
性
の
起
業
支
援
に
つ
い
て
問
う

［
答
弁
］
創
業
時
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
「
市
川
市

女
性
等
創
業
支
援
補
助
金
」
事

業
は
、
20
代
か
ら
50
代
の
会
社

員
、
専
業
主
婦
、
個
人
事
業
者

な
ど
か
ら
男
性
4
名
、
女
性
5

名
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
4
名
の
女
性
を
採
択
し

ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
事
業

は
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
ケ
ー

キ
専
門
店
」・「
海
外
留
学
生
向

け
の
不
動
産
仲
介
業
」・「
土
産

物
や
イ
ベ
ン
ト
グ
ッ
ズ
に
特
化

し
た
雑
貨
品
の
製
造
販
売
業
」・

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
感
覚
で
学
べ

る
英
会
話
教
室
」
の
4
事
業
で

す
。1
人
は
す
で
に
起
業
さ
れ
、

他
の
3
人
は
準
備
中
で
す
。
課

題
と
し
て
は
、
資
金
調
達
や
財

務
、
税
務
、
法
務
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
の
充
実
や
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
男
女
共
同
参

画
課
を
は
じ
め
関
係
各
課
と
進

め
ま
す
。

［
秋
本
か
ら
］
起
業
に
関
し
て
の

セ
ミ
ナ
ー
等
に
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
、
良
い
反
響
が
あ
る
と

伺
い
ま
し
た
。
課
題
と
し
て
あ

げ
ら
れ
た
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

●「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、発

生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法

律
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
」➡
否
決

●「
地
方
自
治
体
が
行
う
放
射
性
物
質
対
策

に
財
政
的
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書
」

　
➡
否
決

●「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
」➡
否
決

●「
辺
野
古
沖
移
設
を
強
引
に
推
し
進
め
る

政
府
に
対
し
て
激
し
く
抗
議
し
、普
天
間

基
地
の
県
内
移
設
断
念
と
早
期
閉
鎖
・
撤

去
を
求
め
る
意
見
書
」➡
否
決

［
平
成
26
年
2
月
定
例
会
］

●「
安
倍
内
閣
に
対
し
て
、集
団
的
自
衛
権

行
使
を
容
認
す
る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」➡
否
決

●「
国
分
川
調
節
池
に
お
け
る
植
物
の
種
子

飛
散
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
軽
減

す
る
た
め
の
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」

　
➡
可
決

［
平
成
26
年
6
月
定
例
会
］

●「
国
に
お
け
る
平
成
27
年
度
教
育
予
算
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
」➡
可
決

●「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に

関
す
る
意
見
書
」➡
可
決

●「
安
倍
内
閣
が
進
め
る
集
団
的
自
衛
権
に

係
る
解
釈
改
憲
に
対
し
て
、慎
重
な
上
に

も
慎
重
を
期
し
た
議
論
を
求
め
る
意
見

書
」➡
否
決

●「
J
R
新
小
岩
駅
に
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
を

求
め
る
意
見
書
」➡
可
決

●「
岩
井
清
郎
議
長
に
対
す
る
不
信
任
決

議
」➡
否
決

●「
松
永
鉄
兵
副
議
長
に
対
す
る
不
信
任
決

議
」➡
否
決

［
平
成
26
年
9
月
定
例
会
］

●「
安
倍
内
閣
に
対
し
集
団
的
自
衛
権
行
使

を
容
認
し
た
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
」➡
否
決

●「
安
倍
内
閣
に
対
し
川
内
原
発
の
再
稼
働

を
断
念
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

　
➡
否
決

●「
議
案
第
13
号
市
川
市
使
用
料
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
対
す
る
修
正

案
」➡
否
決（
総
務
常
任
委
員
会
）

▲市川市男女共同参画センター



〒 272-0805　市川市大野町 3-1766　
TEL : 047-337-7175
http://otomepress.blogspot.jp

湯浅止子
市川市議会議員 プロフィール

1947年 静岡県熱海市生まれ
1964年 市川市立第四中学校卒業
1967年 千葉県立松戸高等学校卒業
1972年 法政大学卒業
1972年4月〜2007年3月 千葉県市川市内公立学校教諭として
　勤務 第3中学校・下貝塚中学校・第8中学校・第1中学校・
　第5中学校
　その間・市川市教職員組合執行委員・女性部役員を歴任・
　中学校バレー部顧問
2007年5月 市川市議会議員初当選
2011年4月 市川市議会議員再選 
現在 環境文教委員・議会運営委員会副委員長・大町レクリエー

ションゾーン委員・市川民話の会副会長・市川市芸術文化団体
協議会事務局長・湯浅ふるさと会副会長

　

光
陰
矢
の
如
し
、
あ
っ
と
い
う

間
の
4
年
間
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
議
員
の
役
目
を
果
た
せ

た
か
ど
う
か
、
評
価
は
来
年
の
3

期
め
へ
の
挑
戦
の
結
果
で
わ
か
る

と
思
い
ま
す
。

　

本
が
好
き
で
国
語
の
教
員
に
、

司
書
教
諭
の
資
格
を
と
っ
て
学
校

図
書
館
に
も
か
か
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
よ

い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
教

育
か
ら
市
政
へ
と
活
動
の
場
が
移

り
ま
し
た
。
行
財
政
改
革
を
市
川

市
も
取
り
組
ん
で
い
て
、
最
初
に

削
減
さ
れ
て
い
く
の
が
利
を
産
ま

な
い
文
化
芸
術
や
教
育
で
す
。

　

し
か
し
、お
金
で
は
買
え
な
い
、

見
え
な
い
が
豊
か
な
人
間
の
心
の

潤
い
や
感
性
が
大
事
な
宝
だ
と
考

光
陰
矢
の
如
し

９
月
議
会　
一
般
質
問

え
ま
す
。
今
、公
共
図
書
館
（
室
）

の
削
減
案
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

文
化
都
市
市
川
と
謳
う
な
ら
、
図

書
館
、
美
術
館
、
博
物
館
と
い
う

よ
う
に
並
べ
て
も
図
書
館
の
存
在

は
大
き
い
で
す
。
電
子
書
籍
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
も
便
利

で
す
が
、
街
の
一
隅
に
あ
る
図
書

館
（
室
）
に
し
か
な
い
雰
囲
気
や

空
間
を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
で
き
る
議
会
活
動
を
精
一
杯

や
り
ま
す
。

［
平
成
25
年
9
月
定
例
会
］

●	

認
定
第
1
号「
平
成
25
年
度
市
川
市
一
般

会
計
、特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
」

［
平
成
26
年
2
月
定
例
会
］

●
議
案
第
60
号「
平
成
26
年
度
市
川
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
」

［
平
成
26
年
6
月
定
例
会
］

●
発
議
第
1
号「
岩
井
清
郎
議
長
の
不
信
任

決
議
に
つ
い
て
」

●
発
議
第
2
号「
松
永
鉄
兵
副
議
長
の
不
信

任
決
議
に
つ
い
て
」

［
平
成
26
年
9
月
定
例
会
］

●	

発
議
第
16
号「
市
川
市
敬
老
祝
金
支
給

条
例
の一
部
改
正
に
つ
い
て
」

　
「
討
論
」と
は
議
案
に
対
し
て
議
員
が
自

己
の
賛
否
の
意
見
を
表
明
し
、そ
の
理
由

を
述
べ
て
他
の
議
員
を
自
己
の
意
見
に
賛

同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
発
言
で
す
。

「
無
所
属
の
会
・
市
民
ネ
ッ
ト
」は
市
民
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
な
ぜ
そ
の
結
論
に
至
っ
た

の
か
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
く
、単
に
議
案

へ
の
賛
否
を
決
す
る
の
で
は
な
く
、討
論
に

お
い
て
会
派
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

会
派
結
成
以
降
、我
が
会
派
の
越
川
雅
史

議
員
の
討
論
登
壇
回
数
は
5
回
を
数
え
、

市
川
市
議
会
全
議
員
の
中
で
N
o.
1
!

積
極
的
な
発
言
で
議
会
の
議
論
を
リ
ー
ド

し
ま
す
!　
　

 

（
平
成
26
年
11
月
30
日
現
在
）

　「
無
所
属
の
会・市
民
ネ
ッ
ト
」が

　
所
属
議
員
が
登
壇
し
た
事
件

討
論

▲中央図書館

［
議
案
］
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
委
託
料
1
0
2
4
万

円
の
減
額
補
正
に
つ
い
て

を
質
疑
し
ま
し
た
。

　

減
額
の
理
由
は
事
業
の
委
託
先

が
予
定
よ
り
少
な
く
、
人
手
不
足

の
面
も
あ
る
と
の
答
え
で
し
た
。

子
育
て
支
援
は
、
市
川
は
と
て
も

よ
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
偏

り
が
あ
り
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー

　
北
部 
4
ヶ
所
　
南
部 

7
ヶ
所

親
子
の
つ
ど
い

　
北
部 

1
ヶ
所
　
南
部 

3
ヶ
所

　

保
育
の
質
を
担
保
す
る
た
め
に

も
し
っ
か
り
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

［
一
般
質
問
］

●
子
ど
も
の
お
か
れ
て
い
る

　
状
況
に
つ
い
て

1
　
就
学
援
助
費
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性

2
　
所
在
不
明
の
子
ど
も
の
調
査

方
法
と
今
後
の
対
策

3
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

　

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
子
ど
も
の

貧
困
が
進
み
、
進
学
に
も
就
職
に

も
格
差
が
出
て
き
ま
し
た
。
就
学

援
助
も
少
し
ず
つ
減
額
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
川
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
と
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の

　
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

　

理
科
室
や
家
庭
科
室
等
の
特
別

教
室
へ
の
設
置
を
4
回
も
要
望
し

て
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
前
に

進
み
ま
せ
ん
。

　

黙
っ
て
い
て
は
何
も
か
わ
り
ま

せ
ん
。声
を
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

http://www.mushozoku.net
にてバックナンバーも
ご覧頂けます


